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電磁誘導法によって
海氷の厚さを観測する
海氷域の変動を観測することは、地球規模の気候変動を予
測するうえで非常に重要である。海氷域の平面的な分布は、
衛星リモートセンシングによって把握することができる。一
方、海氷の厚さは衛星による観測が困難であり、現場観測に
頼らざるを得ない。代表的な氷厚観測手法の一つに「電磁誘
導法」がある（図1）。海水にくらべて海氷の電気伝導度は
小さいため、センサーの送信コイルから生起された交流磁場
は海氷中をほぼ透過し、主として海水表面（海氷底面）付近
で誘導電流を形成する。したがって、センサーの受信コイル
で検知された二次磁場の強さは海氷底面までの距離の関数と
なる。海氷（または積雪）表面までの距離をレーザ距離セン
サー等によって計測し、両者の差から積雪を含む海氷の厚さ
を求める。
日本南極地域観測隊では、42次夏隊以降、南極観測船
「しらせ」の航路上で氷厚のモニタリング観測を実施してい
る。昭和基地の位置するLüzow-Holm（リュツォ・ホルム）
湾内には定着氷が発達し、その沖合には広大な流氷域が存在
する（図2）。これまでの観測データから定着氷厚の空間的
な分布の特徴、および年々変動の一端が明らかになりつつあ
る。今後、観測データを蓄積することによって海洋、氷床縁
辺部および大気との相互作用を総合的に明らかにすることが
期待される。 （宇都正太郎・海上技術安全研究所）
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●総研大の数物科学研究科は
平成16年4月から3研究科に分
割再編される予定である。現
在の11専攻は、加速器科学専
攻、物質構造科学専攻、素粒
子原子核専攻の3専攻が高エ
ネルギー加速器科学研究科
（学生定員15人）に、構造分
子科学専攻、機能分子科学専
攻、天文科学専攻、核融合科
学専攻、宇宙科学専攻の5専
攻が物理科学研究科（学生定
員30人）に、またわれわれ極
域科学専攻と統計科学専攻、
情報学専攻の3専攻が複合科
学研究科（学生定員13人）に
それぞれ改組される。
●総研大の生命科学研究科
（遺伝学、分子生物機構論、
生理科学の3専攻からなる）
は平成16年4月以降、従来の
「博士後期課程3年の課程」か
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さの氷があり、深層の氷の形成年代は約100万～80万年前に達すると見積もられている。
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南緯［deg］ 
ら、博士後期課程への入学を
3年次編入学とする弾力的な
「5年一貫制の博士課程」へ改
組を予定している。
麻生武彦（北極圏環境研究セン
ター・教授）
図1 電磁誘導法による海氷厚観測の原理
図2 44次往路で観測された氷厚分布
法人化前の最後の号となり
ました。2月という時節柄、
南極の夏期活動のニュース
が伝わってきます。次号以
降も、南極観測の成果、極
地研法人化、インテルサッ
ト通信の幕開け、展示ホー
ルリニューアル、研究トピ
ックス等、多くの話題をホ
ットにお伝えしていきたい
と思います。
（藤田秀二）
て、氷床内部を伝搬する電磁波は「複屈
折」とよばれる現象をおこす。複屈折を
おこした電磁波は、氷床のなかで「正常
成分」と「異常成分」とよばれる2成分
に分離し、レーダ受信時にはこの2成分
の振幅と位相が互いに干渉する。アンテ
ナの偏波面を多数変化させた観測結果の
分析から、各深度での歪の主軸方位やそ
の強度をひもとくことができる。この技
術を用いて、氷床内部に刻まれた「過去
に蓄積した歪」の分析を鋭意進めている。
これによって、氷期・間氷期サイクルの
なかでの氷床の形状変化や、ドーム位置
の移動、リッジ（尾根）の位置の移動を
解明できると考えるからである。
氷床の動力学構造の全貌をひもとくに
は、さらに多くの事例研究や広域観測の
積み重ねが必要であるが、われわれは今
まで達成できた研究成果群や技術、ノウ
ハウの蓄積に意を強くして、さらなる解
析、さらなる観測研究企画を進めつつあ
る。近い将来に実施する内陸トラバース
観測や、航空機観測計画に大いに期待を
している。
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氷床の内部構造を電磁波で探る
藤田秀二
雪氷学研究部門・助教授
の散乱体で発生するため、この電波散乱
部位を「内部反射層」とよぶ。電波散乱
原因については、探求の長い歴史がある。
その紆余曲折ぶりは、科学理解進展の一
例としての興味深い側面がある。最近の
理解は以下のようになる。
電波散乱には三つの主要機構が確認さ
れている。それらは①氷の密度の不連続、
②結晶主軸方位分布の不連続、③酸性度
の不連続である。この三つの主要機構の
出現の有無は、氷床内部の物理環境（深
度や地域）や、レーダに用いる電磁波の
周波数によって変化する。さらに、これ
らの三つに加えて、氷床内部には第4の
反射散乱形態の領域である「電波無反射
帯」が存在し、そこでは電波散乱強度が
2桁かそれ以上低下する。
このような氷床の物理要素群を、レー
ダで観測・判別ができるということは、
目的とした氷体の内部構造が詳細に読み
とり可能であることを意味する。アイス
レーダを車輌に搭載し（写真参照）、広
域の情報を俯瞰的に得ることができる。
氷床の内部力学構造
図1は、南極でのレーダ観測結果を編
集して作成した氷床断面図の一例であ
る。氷床の表面形状や底面形状、内部層
が明瞭にわかる。断面図作成までの研究
は、レーダと内陸調査力があれば、氷床
研究を実施する複数の国が実施できる。
最近の研究上の発展的なトピックスは、
多周波と多偏波のアルゴリズムを用い
て、内部力学構造を探る研究にある。
「多周波アルゴリズム」は、先に述べ
た三つの電波散乱主要機構のそれぞれ
が、電波の周波数に異なる応答をする性
質を応用する。三つの主要機構のうちの
どれが各地点、各深度で卓越しているか
を判別する手法である。とくに、氷床内
部を構成する多結晶の結晶方位分布（空
間中で選択的に配向する方位）が、近年、
劇的に明らかになりつつある。
結晶主軸方位分布は、氷床の内部の粘
性を考えるうえで重要である。これは氷
体の歪（ひずみ）履歴をあらわし、さら
にはその後の流動活性度を規定するから
である。われわれが実施してきた観測に
よって、氷床の内部で剪断変形が卓越す
る層が、数百mの厚さをもち、氷床の中
層と深層に存在することが明らかとなっ
た。さらに、みずほ高原からやまと山脈
にかけての広域の氷床では、最終氷期の
末期に相当する数百mの厚さの氷のなか
で、氷の結晶方位分布が1mからmmの
スケールで劇的に変動をしていることを
明らかにした。この現象は、氷床のなか
でも、氷期末期の特定の氷の流動活性度
がとくに高い証拠としてとらえている
（図2）。
もう一つの重要技術「多偏波アルゴリ
ズム」も、氷床内部の結晶方位分布や応
力・歪の主軸（対称軸）を明らかにする
新手法である。氷床の結晶方位分布が、
歪の主軸の方向に配向することによっ
深層掘削は一大プロジェクトの労を要す
るため、大陸上の広域探査には現時点で
は適さない。氷床広域探査に有効なリモ
ートセンシング技術の代表格が電磁波探
査技術である。氷床や氷河の氷厚や内部
探査の目的で開発されてきたレーダを
「アイスレーダ」とよぶ。観測では、航
空機や車輌に搭載したレーダから、鉛直
下方の氷床に向かって電波を照射する。
この技術によって、数千mの厚さにおよ
ぶ氷体内部の情報を電磁波の波長スケー
ルの精度で検知できる。通常、アイスレ
ーダとは、VHF帯からUHF帯までの周
波数を用いた「パルスレーダ」というタ
イプのレーダをさす。山岳氷河や比較的
浅い氷床の厚さを測る目的では、インパ
ルスレーダが用いられることがあり、そ
れらをふくめて広義にアイスレーダとよ
ぶこともある。
アイスレーダ技術が登場した1960年代
以降、アイスレーダは氷厚計測用として
用いられてきた。1970年代以降には、ア
イスレーダのデータのなかに氷床内部か
ら層状の反射があることが見い出される
ようになり、内部探査への応用がはじま
った。さらに、氷床底面での電磁波散乱
の解析から、氷と岩盤の界面の物理状態
の探査にも応用がなされている。氷床内
部での電磁波の伝搬や散乱現象は、観測
対象の物質である氷結晶の高周波電気物
性を基礎としている。このため、氷の電
気物性研究の進展にともない、アイスレ
ーダ技術にも新たな進展がみられてい
る。私たち日本の研究コミュニティが実
施してきた研究は、氷結晶の高周波電気
物性の解明と氷床の内部構造の解明を並
行して進め、独自性を発揮してきた。
氷床内部での電磁波散乱
氷体の内部では、入射した電磁波が反
射・散乱をする。散乱がしばしば横並び
南極大陸は「氷の大陸」とよばれるように、大陸岩盤上にのった厚く広大な氷に象徴
される大陸である。地球上の大気ー海洋ー氷床システムの水循環・固定のメカニズム
を考えるうえで、氷床の存在や消長にかかわる内部物理メカニズムの理解は欠かせな
い。氷床内部の物理機構を広域に探査する手法として、電波探査技術が威力を発揮し
ている。多周波数・多偏波レーダや氷結晶の高周波物性研究を応用した先端の氷床内
部探査について紹介する
氷床探査に出発するレーダ搭載雪上車 雪上車内に搭載したレーダ機器
氷の大陸
南極大陸をおおう巨大な氷体は、大陸
上に流れこんだ水蒸気が、雪や霜として
積み上がったものである。東南極の平均
では、2200mの厚さをもつ。最も厚い氷
は、4776mという氷厚が発見されている。
もし全部が融解すれば、地球上の海水面
は約70m上昇する。氷床は、内陸から外
側に向かって重力を駆動力として流動
し、海にあふれ出しつつ形状を維持して
いる。氷が大陸上にとどまる時間スケー
ルは、105～106年である。氷床形成の機
構そのものが雪や霜の「積層」であるた
め、そこには層構造が存在し、各層にふ
くまれる物質はその層の形成年代の地球
環境を反映している。
南極氷床の内陸部で氷を掘削・解析す
る「氷床コア研究」は、こうした層構造
を読み解き、氷が大陸上にとどまる時間
範囲での地球環境変動史を解き明かす試
みである。人類史はまさにこの時間スケ
ールにおさまる。
氷床の内部構造探査の目的
氷床コア研究が掘削点一点での詳細な
解読であるのに対し、氷床広域の内部構
造を知ることは、「氷床そのものの理」
を知ることである。言い換えれば、南極
氷床とはそもそも何か、存在の理由・条
件・形成史・内在物理機構の解明の試み
である。氷床は、地球全体の気候システ
ム（大気-海洋-氷床系）のなかの重要な
一要素であるから、その内部構造がわか
れば、気候システムのなかでの氷床の受
動的側面・能動的側面について多面的に
理解が進む。また、氷床は南極のみなら
ず、氷期・間氷期サイクルのなかで、グ
リーンランドや北米、北欧にも存在する。
さらには、火星にも存在する。それゆえ、
氷床研究は、惑星上の水が氷として固定
される共通機構の研究でもある。
電磁波探査
さて、氷床内部を知るうえでの直接的
な手段は、氷床コア研究である。しかし、
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図2 多周波分析の一例。各地点で、高周波（179MHz）、低周波（60MHz）の観測をし、その比較によって、
流動活性度の高い層（中層・深層部の赤色の部分）を判別できる。a～cの3断面は、図1下側に黄色で示した部
分に相当する。
図1 広域の氷床断面構造の一例。ドームふじ～みずほ～昭和を結ぶ、全長1150kmのルート沿いの観測結果。
ドームふじとみずほの氷床掘削孔の位置も示す。
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航空機によるはじめての隊員派遣
ドームふじ観測拠点での深層コア掘削
を夏のシーズンに行うため、45次隊の本
山副隊長ほか、夏隊4名と越冬隊1名の合
計6名を、航空機で南極に派遣した。航
空機による南極への隊員派遣は、外国基
地への派遣をのぞくと、わが国の南極観
測史上はじめてのことである。
成田空港を昨年11月24日に出発した6
名は、翌日南アフリカのケープタウンに
到着し、27日深夜、フィンランド隊の12
名、ドイツ隊の11名ら25名のヨーロッパ
の南極観測隊員とともに、ロシアの大型
航空機イリューシン76でケープタウンを
出発し、6時間30分のフライトで、ロシ
アのノボラザレフスカヤ基地の氷上滑走
路に到着した。日本を出発してから4日
目のことである。
本山副隊長ほか4名は、航空機オペレ
ーションの後方支援にあたる古川隊員を
残し、30日ドイツ隊のドルニエ機にて現
地時間13：35に出発、3時間20分の飛行
で、44次隊の大日方副隊長ら3名が待機
する航空中継拠点1に到着した。この間、
ノボラザレフスカヤ、昭和基地、44次出
極地研TOPICS
航空機による南極への隊員派遣
迎隊、極地研究所の間で、衛星電話を用
いて密接な連絡をとり合った。
ドルニエの離陸性能から、航空中継拠
点1は光沢雪面が広がる標高3030mの場
所に設置した。44次出迎隊は、とくに平
坦な雪面に長さ1000m、幅20mの滑走路
を造成し、事前にドイツ隊のパイロット
との打ち合わせにしたがい、黒ビニール
袋に雪をつめた標識や吹流しを設置し
た。到着したパイロットは、なかなかよ
い滑走路だと評してくれた。ドルニエは、
ここで1時間40分滞在し、燃料補給を行
ったあと離陸し、2時間55分でノボラザ
レフスカヤ基地に無事帰還した。
こうして、隊員の送りこみの飛行は、
無事終了した。翌日、本山副隊長ほか4
名は、出迎の44次隊の3名とともに雪上
車で航空中継拠点1を出発、12月5日、44
次隊の待つドームふじに到着した。日本
を出発してから11日目のことである。
「しらせ」と雪上車を利用した場合にく
らべ、4分の1ほどの短期間でドームふじ
に隊員を送りこむことができたのである。
実現にいたるまでの準備
ドームふじ氷床深層コア掘削のため、
航空機により隊員を派遣する計画には、
2年以上にわたる慎重な準備が必要であ
った。大陸間の飛行は、欧州や日本の南
極観測実施機関が参加したドロンニング
モードランド航空網計画（DROM-
LAN：極地研NEWS No.165の8ページ参
照）がチャータした航空機を使用するこ
ととし、南極大陸内の飛行は、当初民間
機を独自にチャータする予定であった。
南極での民間機の利用は、選択肢がほと
んどないが、その一つが英国のPolar
Logistics 社の往年の名機であるDC-3を
改造機したバスラー・ターボ機である。
2001年12月、この航空機をチャータし、
ドームふじへの試験飛行を実施した（極
地研NEWS No.163の3ページ参照）。
また、航空機利用WGでは、この航空
機の整備記録などをとり寄せ、DC-3の
整備を経験したダイヤモンドエアーサー
ビス社の運行部長に整備状況などの評価
をしていただいた。ノボラザレフスカヤ、
ドームふじなどの過去の天候状況から余
裕のある日程、非常事態の対処などを検
討し、万全の準備を整えていた。
しかし、伏兵は潜んでいるものである。
2002年11月、Polar Logistics 社から、
「南極パトリオットヒルズに駐機中のバ
スラー・ターボが、ブリザードの強風に
より機体に著しい損傷を受けた」との連
絡が入った。これで、翌年に予定してい
たこの飛行機の利用の道は閉ざされた。
そこで、同月ケープタウンで開催され
たDROMLAN会議で、白石教授がドイ
ツ観測隊の航空機ドルニエの利用をアル
フレッド・ウェゲナー極地海洋研究所の
設営部長に打診した。同研究所とは、北
極で航空機による大気の共同観測を実施
している背景もあり、申し出を快諾して
くれた。ドイツ観測隊は、南極でドルニ
エ機を2機運行しており、実績もバック
アップ体制も十分である。その後、燃料、
非常事態、通信連絡網などの検討を進め、
実現に至ったのである。
2004年1月23日、本山副隊長ほか3名は、
44次越冬隊8名とともにドームふじを出
発し、2月6日、45次隊の支援隊がS17地
点（内陸トラバースルートの基点）で準
備した滑走路に飛来したドルニエ機に搭
乗し、同日、無事ノボラザレフスカヤ基
地の滑走路に到着した。その後、9日早
朝にケープタウンに戻り、13日に帰国した。
南極への航空機による最初の隊員派遣
は、このように成功裏に終了した。航空
機による隊員派遣は時代の要請である
が、今後、安全を見きわめながら着実に
進めていく必要がある。
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藤井理行
北極圏環境研究センター長・教授
45次観測隊5名を乗せて航空中継拠点1に到着した
ドイツ隊のドルニエ。ドームふじからの出迎隊が燃
料補給を手伝っている。2003年11月30日、大日方
44次越冬副隊長撮影。
昭和基地
みずほ基地 
航空中継拠点2
航空中継拠点1
あすか 
基地 
ケープタウン（南ア）
ノボラザレフスカヤ基地（露）
S17
ドームふじ
飛行ルート。往路を緑、復路を赤で示してある。
深層掘削を再開！
ドームふじ観測拠点において1996年末
に2503mまでの氷床深層コア掘削に成功
し、過去32万年間の地球環境変動史を明
らかにすることができた。しかし、残念
ながらドリルがスタックしてしまい、そ
れ以上の古い氷を採取することができな
くなった。その後、さらに古い氷を掘っ
て研究すべきであるとの研究者からの強
い要望があり、深層掘削を再開すること
になった。
ドームふじ観測拠点への燃料備蓄は、
39次隊以降つづけていたが、42次隊で旧
掘削孔から約43m北に121.4mまでパイロ
ット孔掘削した。43次隊が新掘削場建設
と基地設備更新、44次隊が越冬してケー
シングパイプの再設置と新掘削場のウイ
ンチ・マストの設置、掘削ピット作成な
ど、掘削準備作業を行った。ケープタウ
ンからノボラザレフスカヤ基地経由の航
空機オペレーションにて、航空中継拠点
に降り立った45次隊員5名が、44次隊の
サポートを受けて、2003年12月5日にド
ームふじ観測拠点に入ることができた。
それから最終的な掘削準備作業をつづ
け、掘削孔を液封にしてチップ回収を深
層ドリルにて行っていたところ、12月25
日14時15分に長さ1.3mの氷コアを採取
した。これには42次隊の掘削した形跡が
あり、それにつづく丸い氷コアが地上に
採取された。これでドームふじ観測拠点
において第2期深層掘削が開始したこと
になった。
順調に進んだ掘削作業
その後、掘削作業の効率化と掘削最適
条件を見い出しながら、深層掘削を進め
ていった。液封型深層ドリルは、全長
12.3mである。ドリル下部に氷を削る刃
が3枚ついていて、それを回転させるこ
とで直径94mmの円柱状に最大3.84m長
ドームふじ深層掘削再開
の氷コアを採取できる。第1期のドリル
は最大2.3mの氷コアを採取できたが、
今回は夏期間のみの掘削を計画してお
り、掘削の効率化をはかった。掘削チッ
プのドリル内への収容に関しても、
JAREドリル独自の工夫を行った。
第1年次深層掘削は、1月16日をもって
終了した。掘削回数は77回で掘削深度は
362.31mに達した。掘削期間の後半は、
順調に1回の掘削で3.7m以上の割れてい
ない高品質の氷コアを採取することがで
きた。本格掘削を行う来年の第2年次掘
削への十分な準備ができた。掘削された
コアは1.5mごとに切断し、雪洞のコア
棚に収納した。コア現場解析装置につい
ての動作確認も行った。
なお、44次ドームふじ越冬隊には、ド
ームふじ観測拠点での生活、掘削準備お
よび掘削作業に、全面的に協力を得たこ
とを申し添える。
本山秀明
雪氷学研究部門・助教授
ドームふじ観測拠点。中央の黄テントが新掘削場の
高屋根。その奥が基地居住区。
液封型深層ドリル。氷コアを採取して地上に回収し
た直後。
採取した直径94mm、長さ3.84mの氷コア。ここ
でコア深度を決定し1.5m単位で切断する。 1.5m単位で切断されコア棚に収納された氷コア。
発見されたテフラ層。深さ132.492mから132.512m。
第1期コアでは目視で確認されていない。
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ルギー」と、「教育と訓練」に関する二
つのワークショップもそうした場であっ
た。日本からは、石沢室長がそれぞれの
会合で、昭和基地での自然エネルギーの
利用と、日本の観測隊で実施している安
全・環境トレーニング（KYT法）につ
いて発表した。
SCALOP全体会議では、オーストラ
リアによってまとめられた偶発事故対処
計画のガイドラインへの評価がなされ
た。非常に有用であることはすべての国
が認めているが、実施への困難も指摘さ
れた。こうした指針や最新の事故報告か
ら、危機管理体制、環境回復の教訓を共
有することが強調された。今回もいくつ
かの航空機事故や燃料漏れ事故などの報
告があったが、各国が経験した大小の事
故の情報を積極的に公開することが奨励
されている。
航空オペレーション作業委員会は、毎
回最も注目を集める委員会で、今回もオ
ブザーバーをふくめて40名以上が出席し
た。もともと、「南極航空情報マニュア
ル（AFIM）」を作成することを目的に
発足したのだが、今では、南極への航空
輸送のネットワークを広げることに最大
の関心がもたれている。とくにオースト
ラリアの航空路新設計画と日本も参加し
ている「ドロニングモードランド航空網
計画」DROMLANの現状が注目された。
ノルウエーから、DROMLANのために
滑走路を建設していること、これに関連
して、ノルウエー政府はトロール基地を
越冬基地に格上げすることを決定したと
の報告、そして航空機の運航にとって大
きな問題である気象予報に関する報告が
あった。
そのほか、船舶オペレーション作業委
員会、教育と訓練に関する調整グループ、
エネルギー対策ネットワーク、観光活動
とNGOに関する作業委員会、賠償責任
に関する付属書問題作業委員会など、多
数の小グループでの会合があった。また、
今回新たにネットワークによる医療関係
の情報交換グループが発足した。
国際極年に向けての計画
最終日の全体会議では、国際学術連合
（ICSU）を代表して英国南極局（BAS）
のC. Rapley所長から、2007-8年に予定
されている国際極年（IPY）について詳
細な計画案が示された。はじめて聞く出
席者もいたようだが、COMNAPや
SCALOPのメンバーは観測活動の基盤
となる設営を担うだけに、次回以降IPY
に関連した議題が多くなろう。次回の
SCALOPシンポジウムの名称は、“XI
SCALOP Symposium toward IPY and
beyond”とし、とくに先端的な技術や
内陸旅行の技術、人間工学的なテーマを
重視することになった。
なお、COMNAPの5人の執行委員
（米国、日本、フランス、SCALOP議長
［オーストラリア］と事務局長）のうち、
フランスにかわってチリが加わることに
なり、フランスは次期のCOMNAP議長
に選ばれた。次期のSCALOP議長には
スエーデンが選ばれた。いずれも、2005
年からその任につく。また、2003年10月
からCOMNAPの事務局長も交代した
が、事務局は従来どおり、ホバートに置
かれる。
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極地研TOPICS
フランスのブレストで
南極観測について討議
極地研NEWS  no. 169 March. 2004
白石和行
地殻活動進化研究部門・教授
第15回COMNAP開催
南極地域における科学観測は、ふつう
国の機関が実施している。南極のような
文明圏から隔絶した地域での観測活動を
長期間つづけるためには、多大な経費を
必要とするからである。また、政治的な
意味をもたせている国もあるだろう。国
家が観測を支えるための体制はさまざま
であるが、実際に南極で人間が活動する
場合の技術ややりかたに大きなちがいが
あるわけではない。あるのは、活動目的
に応じた規模、各国の国民性や生活習慣
によるちがいだ。
したがって、よその国が南極観測をど
のように「経営」しているのかを知るこ
とは、自分たちの経営にも参考になるに
ちがいない。もっと積極的に言えば、互
いに共同して経営できる部分もあるので
はないか。また、南極条約や、最近では
とくに環境保護議定書に適切にしたがっ
た活動を進めるにはどうしたらよいか。
こうした問題を解決するために、南極観
測実施責任者評議会（COMNAP）が創
設され、毎年会合を開いている。昨年7
月8～11日に、フランス極地研究所があ
るブレスト市で開催された第15回目の会
合には、25か国から約70名が参加し、日
本から渡A極地研所長、石沢事業部環
境影響企画室長と筆者の3名が出席した。
設営および行動について討議
COMNAPのもとには、「南極の設営
および行動に関する常置委員会」
（SCALOP）があり、各国から設営部門
の責任者も集まってくる。主な議題は全
体会議で行われ、九つの作業委員会が各
論を討議する。最近では、日常的に電子
メールでの情報交換が定着しつつあり、
単なる報告は簡略化して実質的な討議や
その場での意見交換を重視している。
開会に先立って行われた、「代替エネ
南極で目にした華麗な天体ショー
ドームふじ観測拠点で、11月24日の深
夜に皆既日食を観察した。この時期は白
夜で、当日は雲一つない快晴であった。
しかし、外気温は-50℃以下で、カメラ
の保温にはとくに気を使ったが、それで
も途中で動かなくなってしまったものも
多かった。
1時18分（国際標準時では22時18分）
ころより、太陽に向かって左やや下方か
ら少しずつ日食がはじまった。皆既日食
になる直前までは太陽からの直接光がま
ぶしいし、空や周辺の明るさもあまりか
わらない感じだったが、2時7分32秒、皆
既日食になった瞬間に、空にはコロナに
おおわれた黒い太陽が出現し、周辺は一
気に暗くなった。今まで見慣れた空に見
たこともない天体が出現した感じで驚
き、とても感動した。ほんの一瞬で、こ
れほど大きな変化がおこるものだとは知
らなかった。この皆既状態は1分43秒間
つづき、左やや下方から再び太陽の直接
光が射し、瞬間的にダイヤモンドリング
が見えた。周囲は急激にもとどおりの明
るさになり、太陽はしだいに円形に戻っ
て、この天体ショー は2時59分に完全に終
了した。
杉田興正気象担当隊員によると、この
日食にともなって地上の気温は約2.4℃
低下したそうである。詳細は論文となっ
て、発表される予定である。
南極で史上初の日食観測を行う
20世紀中に南極では計6回の皆既日食
があったそうだが、観測はまったく行わ
れていないそうである。今回はおそらく
人類が南極大陸で目にしたはじめての皆
既日食だったようである。
われわれは日本を出発する前から、今
回のドームふじでの越冬中に皆既日食が
見られるということを知ってはいたが、
実のところ、これほどすごいものである
とは知らず、これといった準備もせずに
来ていた。太陽を直接見る、あるいは撮
影するためのフィルターは、試行錯誤の
末にレントゲンフィルムの何も写ってい
ない黒い部分が最適であることを発見
し、急いで準備をした。デジタルカメラ、
ビデオカメラなどの撮影条件もわからな
かったので、この特製フィルターを使う
ものとそのまま撮影するもの、太陽の拡
大像を狙うものと全体の状況を撮影する
ものなど、みんなで役割分担を決めてそ
のときを待った。谷口健治機械担当隊員
は屋外にコタツをつくり、コタツにあた
りながら日食観測を行った。
もしかしたら見えるのではないかと期
待していたオーロラは、残念ながら見る
ことができなかった。皆既日食の瞬間に
空は暗くなったとはいえ、オーロラが見
えるほどの暗さにはならなかったからで
ある。
大日方 一夫
第44次南極観測隊越冬副隊長
「ド ムーふじ」での皆既日食
皆既日食中の周辺の様子（藤田耕史隊員撮影）。 皆既日食の瞬間のコロナにおおわれた黒い太陽（大
日方撮影）。
皆既日食が終わって、太陽の直接光が射しはじめた瞬間に見られたダイヤモンドリング（フィルター使用）（栗
崎高士隊員撮影）。
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クを近くまで運んで、ポンプで回収され
ている。食堂棟からの廃水や汚水などは、
食堂棟の近くの海につながる池に流され
ている。食堂棟の脇には焼却設備があり、
専任の隊員が可燃物の焼却と分別を行っ
ている。
大型航空機の離着陸が可能である滑走
路は、基地から南東へ約10km離れた氷
床上（標高520m）に設置されており、
基地からはまったく見えない。基地と滑
走路を結ぶルートは約15kmあり、雪上
車で約30分かかる。この滑走路の本格的
な運用がはじまったのは2001/2002年の
シーズンで、現在は3年目の運用が行わ
れている。
滑走路の表面はほとんど裸氷で、きわ
めて平滑にならされている。滑走路の近
くには南アフリカの民聞会社である
ALCI（Antarctic Logistics Centre
International）が運用を行っている宿泊
施設があり、食堂用テントや宿泊用テン
トが張られている。
2003/2004年のシーズンには、南アフ
リカ・ケープタウン～ノボラザレフスカ
ヤ間で計7往復のイリューシン76型機に
よるフライトが行われる予定で、11月初
めから12月初めにかけて、すでに5往復
のフライトが行われた。そのうち1往復
のフライトは、皆既日食の観測ツアーの
ためのフライトであり、いわゆる
DROMLANに関係する国々が各国の観
測基地への人員派遣に利用したフライト
は計4往復のフライトである。のべ97名
の人員が南極入りし、ALCIが運行する2
機の中型航空機（アントノフ2機）や、
ドイツのAWIが運行する2機のドルニエ
機（Polar2、Polar4）により、各国の観
測基地へ派遣されている。
日本もこのフライトを利用して、第45
次南極地域観測隊の隊員6名（夏隊5名、
越冬隊1名）を南極へ派遣した。
に滞在人数が増えたときなどに使用され
る宿泊施設から構成される。
2004年1月時点では、48次ロシア南極
観測隊の越冬隊が滞在している。越冬隊
の隊員は28名であったが、ケープタウン
との間を往復するフライトによって、何
人かの隊員が帰国あるいは交代してい
る。2003年12月初めには、基地長も49次
隊の基地長に交代した。現在は25名が基
地に滞在しており、基地長1名、観測系9
名、設営系15名といった構成である。48
次越冬隊の隊員は、現在の計画では2004
年3月初めごろに沖の棚氷末端に到着す
るAcademik Fedorovに収容されるが、
マラジョージナヤ基地、プログレス基地、
ミールヌイ基地に立ち寄るので、ロシア
本国に帰国するのは5月中旬ごろになる
とのことである。
観測は、定常気象、地震、地磁気、測
地、1日1回のゾンデによる高層気象観測
に加え、大気中の二酸化炭素、オゾン、
一酸化炭素、二酸化窒素などのスぺクト
ル観測、NOAA衛星の画像受信および
海氷状況解析、大型気球による観測が実
施されている。
発電は、冬期は200kVAの発電機、夏
期は100kVAの発電機と使い分けて行っ
ている。通信に関してはHF、VHF通信
機などのほかに、インマルサットBによ
る音声通話とFAXが使用できる。また、
インマルサットCによってペテルブルグ
間とデータ通信を行っている。公用や私
用の連絡には、TELEXが頻繁に使用さ
れている。
飲用水は発電棟の風下側にある池から
ポンプでくみ上げられ、食堂棟まで給水
されている。各棟へは定期的に雪上車で
水タンクを近くまで運び、ポンプで給水
タンクヘ補給している。トイレは各棟に
設置され、汚水は各棟のタンクにためら
れている。これも定期的に雪上車がタン
ノボラザレフスカヤ基地は、氷床末端
の露岩上（70°46'S、11°50'E）にある。
露岩の北方には棚氷が張り出しており、
棚氷末端までの直線距離は約80kmある。
同じ露岩上で基地から西へ約3km離れた
地点には、インドのマイトリ基地
（Maitri Station）がある。
基地の主要部は、基地長室、通信室、
医務室、気象観測室、担当隊員の居室が
ある棟、食堂と娯楽室（ビデオ、卓球台、
ビリヤード台）がある棟、100kVAの発
電機と200kVAの発電機が各3機とサウ
ナが設置されている棟、各種観測室と居
室がある棟、高層気象観測のための追尾
アンテナを屋根に備えた棟と放球施設、
食糧や装備が保管されている倉庫、夏期
昭和基地 
（日本） 
ノボラザレフスカヤ基地 
（ロシア） 
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─ロシア
古川晶雄　
雪氷学研究部門・助手
4 ワークショップ
WORKSHOP
第10回 ソウル極域科学
国際シンポジウム
隕石国際シンポジウム
昭和基地における医学研究
平成15年9月3日から5日の3日間、「太
陽系物質の起源と進化：南極隕石研究か
らの新たな展開（Evolution of Solar
System Materials: A New Perspective
from Antarctic Meteorites）」と題した
国際シンポジウムが、国内から97名、海
外から33名、計130名の参加者を迎えて、
極地研において開催された。
火星隕石の特別セッションでは、コン
ソーティアムメンバーから研究成果が公
表され、新しい火星隕石の岩石鉱物学、
化学、同位体年代学について、踏み込ん
だ 討 論 が 行 わ れ た 。そ の 結 果 、
「Yamato980459」は、これまでの火星隕
石とは異なり、火星の表層で急冷して形
成した岩石であることが明らかになっ
た。
また、南極隕石を用いた惑星物質科学
研究のセッションも開かれ、未分化な太
陽系始源物質の起源および隕石母天体の
初期分化過程について活発な議論がなさ
れた。隕石学会会長G.Huss博士（アリ
ゾナ州立大）の特別講演では、未分化な
隕石からみつかったプレソーラーグレイ
ン（星間塵）についての研究成果が紹介
された。本国際シンポジウムの成果は、
Antarctic Meteorite Research No.17に
平成15年10月21日から23日まで、韓国
インチョン市において、「第10回ソウル
極域科学国際シンポジウム」が開催され
た。日本からは、極地研の渡邉所長、神
沼名誉教授、野木助教授、筆者、北見工
大の庄司　仁教授と研究室のスタッフ、
学生など、総勢10名が参加した。
今回のシンポジウムは、9月に韓国海
洋研究所の傘下に新しく発足した韓国極
地研究所（所長：Yeadong Kim博士）
の主催であったが、本拠地のアンサンで
はなくインチョンが会場となったのは、
韓国の空と海の玄関として急速にインフ
ラを進めているインチョン市が、各研究
機関や企業の誘致を積極的に行ってお
り、そのスポンサーシップを受けてという
事情によるらしい。セッションでは、大気、
海洋、地質、気象、地球物理、ガスハイ
ドレート、雪氷などに関連した24件の口
頭発表と23件のポスター発表があった。
シンポジウム期間中、韓国隊を率いて
King Sejong基地に出発するHo Il Yoon
博士と旧交を温めたが、その後、年末の
事故で韓国隊員の方が亡くなられるとは
思いもよらぬことであった。
（本吉洋一：地学研究部門・教授）
平成15年11月19日および20日に、第26
回極域気水圏シンポジウムが開催され
た。講演件数は95件、参加者は145名
（一般111名、学生34名）であった。現在
は、過去数年に引き続き、気水圏分野の
第5期5か年計画「極域大気－雪氷－海洋
圏における環境変動機構に関する研究」
終了後の研究成果発表が多い状況にあ
る。エアロゾル、オゾン、海洋・海氷変
動、両極域での雪氷コア研究、ドームふ
じ深層コア研究に関する研究発表が多か
った。ガスハイドレートに関する講演が
6件あり、その関連の研究者が研究交流
の場としてこのシンポを利用した点が、
昨年にない特徴のようであった。
95件という講演数は、2日間で処理す
る数として、時間的に非常に厳しいもの
であった。ポスター発表の場も比較的狭
く、会期中の全時間にわたって掲示でき
ないという問題があった。また、口頭発
表に10分、質疑応答に2分しかとれない
ため、議論をする時間が十分にとれなか
った。議論の場としての「より魅力的な
シンポ」にするには、3日間の開催期間
にするか、テーマを絞ったシンポジウム
にするなどの検討が必要であったと思
う。（藤田秀二：雪氷学研究部門・助教授）
ケープタウンからノボラザレフスカヤ滑走路に到着
したイリューシン 76
ノボラザレフスカヤ基地全景
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極域気水圏シンポジウム
掲載される。
（三澤啓司：南極隕石研究センター・助教授）
平成15年9月2日、極地研において、
「南極昭和基地における医療・医学研究
に関する研究小集会」が開催された。集
会の目的は、南極観測事業によってなさ
れた医学研究成果の報告、および45次隊
における医学研究計画の発表と検討を行
い、昭和基地における医療についての引
き継ぎを行うことである。参加者は所内
外合わせて21名であった。
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平成15年11月17日、管理棟6階講堂に
平成15年11月18日に、標記の研究会を
以下の3つの目的をもって開催した。①
雪氷関連現象の既存のプロジェクト研究
の過去と現状を俯瞰する。②雪氷関連現
象の研究の中・長期の研究展開を構想す
る。③広く研究コミュニティに対し、今
後の観測研究体制やプロジェクトの情報
を伝え、また、それらへの要望や話題提
起を、極域研究の経験を問わず広く募集
をする。上記の3目的が特に法人化や中
長期計画の策定に際し重要な課題として
浮上したため、深層コアのみに焦点を絞
らずに、広く関連研究の現状と将来を俯
瞰することを意図して実施した。
参加者に対しては、極地雪氷観測の中
長期将来計画を考える研究小集会として
案内を送った。所内外から26名の参加が
あった。会は次の5つのセッションに分
けて実施した。
Ⅰ南極の将来計画に関わる状況、背景の
変化に関する説明。
Ⅱ既存のプロジェクトを、今後の計画立案・
計画継続の是非に資するために評価。
Ⅲ現在立案・実施過程にあるプロジェ
クト等。
Ⅳ関連する国際プロジェクトの動向、
今後の観測研究プロジェクトへの要望
や話題提起。
Ⅴ総合討論：特に、今後の南極の研究
展開に関わる進め方・あり方。
研究の中・長期の研究展開の構想につい
ては、今後も機会を設け、議論を継続す
ることとした。
（藤田秀二：雪氷学研究部門・助教授）
平成15年9月8日、極地研において、研
究小集会「データロガーを用いた海洋大
型動物研究」が開催された。当日、所内
外合わせて14名の参加者を得て、最新の
研究成果報告とともに、今後の計画につ
いての議論が行われた。
この分野の世界の潮流として、海洋高
次捕食動物を用いて、水温や塩分といっ
た海洋物理環境を測定する試みがあげら
れる。具体例として、アメリカ西海岸の
グループによる「Tagging Of Pacific
Pelagics（TOPP）プロジェクト」の概
要が紹介された。次に、極地研および所
外の研究者らによって進められているい
くつかのプロジェクトの成果発表がなさ
れた。現在、海鳥・ウミガメ・イルカ・
ジュゴン・サケ・鰭脚類・鯨類といった
多様な動物を対象に、データロガーを用
いた研究が進められている。今後、関係
者を集めた研究会（仮称：バイオロギン
グ研究会）を国内に設立するということ
で、意見の一致を得た。
（佐藤克文：寒冷生物学部門・助手）
午前中の「高所医学への招待」では，
高山病に対する予防・対策についての発
表が行われ、45次で内陸旅行に関わる関
係者多数の出席を得て盛況であった。45
次隊で計画されている湖沼における潜水
調査について、医学的見地からの検討が
加えられたほか、SCARの医学専門家委
員会より依頼のあった心理テストに対
し、倫理的側面からその是非についての
討議がなされた。
（佐藤克文：寒冷生物学部門・助手）
氷床コアから抽出した
環境変動情報の現状解釈と
将来課題に関する研究小集会
て「極域テレサイエンス技術の現状と展
望に関する研究小集会」を開催した。参
加者は所内外計30名であった。近年、地
球科学の諸々の研究分野において、南極
大陸内部および周辺露岩・海洋域におけ
る野外機動観測が精力的に行われるよう
になってきた。厳しい自然環境により人
間の活動がきわめて限定される南極大陸
において、衛星や無線技術さらには流星
通信等を利用したテレサイエンス技術を
駆使した無人観測点を設置し、その実用
化を図ることは、今後の観測に必要不可
欠となる。
本集会では、極域科学に関係するさま
ざまな研究分野（固体地球物理学、超高
層物理学、気象・雪氷学、生物学等）に
応用できる基盤技術について、実際の観
測例や開発状況などの情報提供を行い、
将来の南極周辺における機動観測のため
の基本的な開発思想について積極的な意
見交換を行なった。そのための基盤技術
として、自然エネルギーを利用した電源
開発、低消費電力の観測器械の開発、航
空機体からの投下設置式観測器械、衛星
通信・無線通信利用等の工学的な観点か
らの発表も多数あり、分野を超えた幅広
い議論が行われた。 最後の総合討論で
は、南極大陸内部での航空機を用いた大
規模な磁力計や地震計のアレイ観測計画
等への取り組みについて議論した。
（金尾政紀：研究系地学部門）
データロガーサイエンス
平成15年11月26日、所内外の参加者39
名を得て、「南極・南大洋の野外調査研
究と新生代の氷床・気候モデリング研究
の接点について考える研究小集会」を開
催した。I部「南極観測の野外観測で得
られてきたデータおよび今後の研究計画
で得られるデータは何か？」では、氷床
コア、アイスレーダー、氷河地形地質、
海底堆積物、海氷、海洋物理のデータと
研究概要および今後の計画が紹介され
た。II部「氷床・気候モデリング研究に
おける南極氷床・南大洋観測の意義─モ
デリングに必要とされるデータは何
か？」では、「最終氷期─間氷期サイク
ルにおける氷床モデリング研究」、「温室
効果ガスCO2問題に関連するモデル」、
「海底堆積物からみた南大洋と大気中
CO2濃度との関係」、「南極氷床が融解し
た場合の南極底層水の挙動と海洋循環と
気候変動のモデリング」の講演が行われ
た。III部「総合討論」では、モデリン
グ研究者から次のデータ取得と研究の進
展が要望された。（1）多点での気象観測
データ（特に夏期）、（2）氷床コア中の
大気の炭素同位体比変動、（3）南極底層
水、（4）最終氷期の南大洋における海氷
縁、一時生産量とエクスポート量、深層
溶存酸素量、（5）南極氷床変動の詳細な
年代と氷床融解量。今後、これらの課題
に対して何らかの形で対応していく必要
がある。（三浦英樹：地学研究部門・助手）
「南大洋における海洋・海氷変動に関
する研究小集会」を平成15年11月21日に
開催した（参加者20名）。最近の船上観
測のほか、昭和基地海面水位の長期変動、
ドレーク海峡の気圧場とオキアミ分布と
の関連、中層フロートによる観測など計
8件の成果が発表され、研究の現状につ
いて共通の認識をもった。
また、今後予定されている南大洋航海
の計画概要が示され、重点を置くべき研
究の対象海域とテーマを議論した。特に
インド洋区の南極発散域の特性と変動、
南極底層水の形成にともなう深層循環の
量的把握の重要性が再認識され、観測計
画を具体化するために解析、検討を進め
ることとなった。さらに、第4回国際極
年に向けた国内外の研究動向が紹介さ
れ、これに呼応した計画の検討も提案さ
れた。
（牛尾収輝：北極圏環境研究センター・助手）
南極・南大洋の野外調査研究と
新生代の氷床・気候モデリング
研究の接点について考える研究
小集会
南大洋における海洋・海氷変動
第26回
極域生物シンポジウム報告
ワークショップ
平成15年12月4日、5日に「第26回　極
域生物シンポジウム」を開催した。参加
者は105名程であった。初日には、「最近
南極海でわかったこと」というテーマで、
JARE-43、44 シーズンの時系列海洋観
測関連の口頭発表8件と海洋生物全般に
わたる 35件のポスター発表が行われた。
時系列観測関連の発表では、生物そのも
のを取り扱った研究のほかに、海洋生物
が関与する温暖化関連ガスの動態を扱っ
た研究が発表され、海洋生物研究の新た
な方向性を示唆するものと思われた。
二日目には、「極地の微生物」という
テーマで、4件の口頭発表および陸上生
物関連の26件のポスター発表が行われ
た。口頭発表では、北極および南極にお
ける菌類、細菌類、藻類に関する最近の
研究成果が発表された。両日とも活発な
議論が行われ、問題点や新たな展開など
が指摘されるなど、充実したシンポジウ
ムとなった。
（内田雅巳：生理生態学研究部門・助手）
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極域テレサイエンス技術の
現状と展望に関する研究小集会
南極の大気観測の現況と将来
平成15年10月2日に、「南極域における
地球規模大気変化観測」と題した研究小
集会が開催された。参加者は所内を含め
22名であった。
午前は、平成15年11月に南極に出かけ
た45次隊の観測計画、準備状況について
の報告、関連する46次隊、47次隊の計画
の報告を行い、隊次間をつなぐ計画や隊
員がもっともやりたい計画などについて
話し合われた。45次隊から始まる大気観
測では、「大気海洋間の物質変換過程の
研究」を進める上で重要なエアロゾルの
観測（特に粒径が数ナノメータから100
ナノメータ程度のエアロゾルの観測）を、
しらせ船上・昭和基地・大陸沿岸域で行
う計画が紹介された。これまでの専用観
測船や、南極海の観測船などのデータも
利用して研究がなされる計画である。ま
た45次隊、46次隊の連携についても話し
合われた。
午後は、これまでの気水圏、特に大気
分野の南極観測の概要、および最近の観
測研究の紹介を行い、続いて48次隊以降、
中期計画後半に向けての気水圏大気の南
極観測の方向性について議論を行った。
共同利用機関である極地研の利用研究者
と極地研研究者との関係、南極観測にお
ける極地研の役割、今後の研究方向など
についての議論も行った。法人化を控え、
観測計画の建て直しが必要であると感じ
た。 （和田誠：気水圏研究グループ）
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11月30日7時54分、ドイツの航空機ド
ルニエにより45次隊の5名が航空拠点に
到着した。45次隊の5名は、出迎えに来
ていた44次越冬隊とともに雪上車でドー
ムふじ観測拠点に向かい、12月5日にド
ーム基地に到着した。45次隊はただちに
掘削作業を開始した。
一方、44次越冬隊は、基地の維持関係
の作業をメインに、基地閉鎖準備や帰
還旅行の準備など、忙しい日々を送って
いる。
また、11月24日には皆既日食が観測さ
れ、コロナ輝く黒い太陽の幻想的な景色
に酔いしれた。
昭和基地から
10月、11月、12月の天気は、時々、低
気圧や前線の通過などにともなって崩れ
ることはあったが、大きく崩れることは
なく、晴天の日が多かった。ブリザード
も訪れることがなかった。
12月17日、「しらせ」より待ちに待っ
た第一便が到着した。続いて45次隊が昭
和基地に入り、昭和基地は1年ぶりのに
ぎわいをみせた。さらに、しらせは21日
に見晴らし岩から500mくらいの位置に
接岸し、ただちに大型物資の海氷上での
輸送や燃料のパイプ輸送が開始された。
観測系では、宙空系・気水圏系共同の
国際共同観測Antarctic Matchが10月13
日に終了した。総計50回のオゾンゾンデ
の飛揚を行った。そのほかの観測につい
ても順調に経過している。
設営系では、道路や夏作業現場などの
除雪や砂撒き、夏宿の立ち上げなど、45
次隊を迎える準備をメインにさまざまな
業務を順調にこなしている。
生活面では、10月10日に故福島紳隊員
の慰霊祭を行い、基地ケルンと西オング
ル島のケルンをお参りし、今後の安全を
祈念した。また、12月には45次隊の歓迎
会をして親睦を図った。45次隊到着以降、
忙しい日々を送っているが、全員元気に
2度目の正月を迎えた。
ドームふじ観測拠点から
第123回　南極地域観測
統合推進本部総会開催
11月13日、東京都港区の明治記念館に
おいて、「第123回南極地域観測統合推進
本部総会」が開催された。
冒頭、本総会の開催にあたり南極地域
観測統合推進副本部長である御手洗文部
科学事務次官から挨拶が行われた。
議事では、第44次越冬隊の現況、第44
次観測隊航空機運航計画の変更等の報告
のほか、「しらせ」後継船・ヘリコプタ
ー後継機の建造を中心とした平成16年度
南極地域観測関係概算要求の概要、総合
科学技術会議における評価等について報
告があった。また、第45次観測隊行動実
施計画等について審議され、承認された。
なお、第46次観測隊長兼夏隊長として、
気象庁稚内地方気象台松原廣司台長を決
定した。
ようこそ極地研へ
来訪 
研究員 
V i s i t i n g  R e s e a r c h e r s
私の目指す研究テーマ
最近の年代測定機器の進歩によって、地質時代における変成帯の進化、大陸地殻の
合体や成長といった問題に対する理解が急速に深まりました。しかし一方では、年代
測定対象鉱物であるジルコンやモナザイトの成長・改変についての理解が不完全であ
るために、たとえばU-Th-Pb同位体データの解釈がいまひとつはっきりしない、とい
った問題があります。その原因は、一度結晶したジルコンやモナザイトが、変成作用
によって改変を受けるためです。この問題を解決するためには、以下の3段階を経て、
統計的な年代値の分布と地質学的イベントとを対比させる必要があります。
第1段階：REE（希土類元素）の分布、カソードルミネッセンス像の観察に基づく放
射性鉱物の内部組織・化学的特徴と、SHRIMP（二次イオン質量分析計）
による年代値との関係を明らかにすること。
第2段階：光学顕微鏡、走査型電子顕微鏡による観察から、放射性鉱物を含む鉱物の
組み合わせや微細構造ファブリックを明らかにすること。
第3段階：野外調査結果にもとづく地質構造から、放射性鉱物の成長と改変の時期を
明らかにすること。
東南極のリュツォ・ホルム岩体は、こういった研究を進めるのに最適のフィールド
です。SHRIMPによる年代測定の結果、リュツォ・ホルム岩体は、約5.2～5.5億年前
のゴンドワナの合体とともに形成されたことがわかっています。その際、すでに存在
していた原生代～太古代の地殻物質も変動の影響を受けており、最近、その履歴の再
検討も始まりました。ゴンドワナの進化を考える上で、リュツォ・ホルム岩体のテク
トニクス、地質、微細構造、同位体などのデータを統合させる研究を進めていきたい
と思っています。
1969年、シドニー生まれ。1998年、東南極レイナ
ー岩体の高度変成類の年代学的研究により、シドニ
ー大学でPhDを取得。専門は地質学。1992～1993
年および1993～1994年にオーストラリア隊に参加
し、モーソン海岸を調査。その後、1998～1999年
に第40次隊に交換科学者として参加し、エンダビー
ランド、リュツオ・ホルム湾沿岸を調査。2001～
2003年、名古屋大学年代測定センターに研究員と
して在籍した後、昨年12月より日本学術振興会外国
人特別研究員として極地研に2年間滞在予定。
Daniel.J.Dunkley
ダニエル・J・ダンクリー
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昭和基地／ドームふじ観測拠点月別気象状況 
平成15年12月19日に標記の研究小会を
開催した。所外から12名、所内から6名
が参加し、13件の研究発表があった。国
際SuperDARNレーダー網計画は、現時
点では、北半球で9基、南半球で6基が稼
働しているが、さらに南半球で6基が、
北半球で4基が計画されており、理想的
なグローバル観測網になりつつある。本
研究会では、SuperDARNで観測された
デ－タを中心に、人工衛星やMF・流星
レーダー、オーロラ、磁場変動、モデ
ル・シュミュレ－ションなどとの比較研
究により、太陽風─磁気圏─電離圏─下
部熱圏・中間圏との相互作用について活
発な討論を行った。トピックスとしては、
2003年11月23日に南極大陸でおきた皆既
日食にともなうHFレーダーや地磁気変
動の速報があった。
（佐藤夏雄：情報科学センター長・教授）
国際SuperDARNレーダーに
よる極域電磁圏と下部熱圏・
中間圏の研究に関する
研究小集会
ワークショップ
Sofiskiy 氷河のコアについての化学分析結果、
③地中海の流れが止まったときの南極海への気
候影響のモデル計算、④南極海の循環に風がお
よぼす影響を2層モデルを用いての計算、⑤日
本で観測された北極域から移動してきた極渦の
状況、⑥昭和基地室内の生物起源エアロゾルの
観測、である。
このほか、2002年に行われた北極圏横断航空
機観測の紹介や結果が掲載されている。
●南極資料 Vol.47, No.2
今回は研究ノート2編が掲載されている。本
山ら（p.101-110）による、「クロム還元法によ
る水素同位体比測定法と極域雪氷試料への適
用」では、表題の方法で測定したδDが、沿岸
から内陸へ気温が下がるとともに小さな値とな
りδ18Oの変動と一致したことを述べている。
また、平野ら（p.111-118）による「サロマ湖か
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田園の海に船を浮かべたようなユニークな建物が、「西堀榮三
郎記念　探検の殿堂」として平成6年にオープンしました。
探検の殿堂は、南極地域観測隊・第1次越冬隊長の西堀榮三郎
の生涯にわたる探究の軌跡と近代日本人探検家の足跡を紹介する
ことにより、未来を担う青少年にパイオニア精神と探究心をもっ
てもらうことを願って建設されました。
探検の殿堂には3つのコーナーがあります。
「西堀榮三郎記念室」では、登山家であり、探検家、科学者であ
った榮三郎の「探究」の軌跡を、生涯愛用したシェンクのピッケ
ル、南極越冬記のもととなった南極越冬日誌、当時の制服などと
もに貴重な映像で分かりやすく紹介しています。
また「南極体験ゾーン」は南極を擬似体験できるコーナーで
す。-25℃の氷の世界でハイビジョン撮影されたオーロラなどの
南極の自然を見た後、最後にブリザードの体験やバナナで釘を打
つ実験なども体験できます。さらに「第一次南極越冬隊」のコー
ナーでは、当時の昭和基地建設を再現し、その中ではタロとジロ
のニュース映像を上映しています。敷地内には国立極地研究所か
ら譲渡された雪上車も展示し、立体的に南極が体験できる施設と
なっています。
二階は「探検家の殿堂」として、巨大地球儀を中心に近代日本
人探検家50人を日本画（50号）で顕彰し、合わせて、彼らが行
った探検のフィールドを映像でも紹介しています。当館は、西堀
榮三郎をキーワードとした日本唯一の探検ミュージアムです。
（館長・國領善之）
4
西堀榮三郎記念
探検の殿堂
〒527-0135
滋賀県愛知郡湖東町横溝
419
TEL 0749-45-0011
FAX 0749-45-3556
ホームページ
http://tanken.town.koto.shiga.jp/
●平成16年1月1日付け
転入
山口正人 管理部庶務課
（千葉大学医学部附属病院医事課）
●平成16年1月26日付け
採用
大川由美子 管理部会計課
2月19日 オーロラ会（事務系OB会）
3月8日～12日　第46次南極地域観測隊冬期
総合訓練（乗鞍）
3月27日 南極地域観測隊帰国
●Polar meteorology and
Glaciology No.17
11編の題名が並んでいる。内訳は研究論文6
編、研究ノート3編、報告2編である。2002年11
月に、極地研究所で開催された極域気水圏シン
ポジウムでの発表を、さらに進めた内容のもの
がほとんどである。
論文6編は①日本の南極観測隊のこれまでの観
測からの氷床の流動についての研究、②ロシア
ら単離した珪藻7株の形態と増殖特性」では、
低温培養にも関わらず、対数増殖期の増殖速度
が0.27-0.47d-1という高い増殖性を示したことを
報告している。
他掲載された報告5編は、「第42次南極地域観
測隊越冬経過報告2001-2002」（本吉）、「第40次
南極地域観測隊気象部門報告1999」（東島ら）、
「南極湖沼における生態・地史学的研究計画
（REGAL Project）-これまでの経緯と今後の計
画-」（伊村ら）、「南極・昭和基地周辺域におけ
るVHF/UHF通信感度測定」（氏家・木津）、
「イタリカ号によるロス海調査航海：第14次イ
タリア南極観測隊（ANTA98/99）参加報告」
（岩井ら）である。
さらに、シンポジウム会合報告1編（CASES
ワークショップ、三瓶ら）を含め、合計8編が
掲載されている。
人事異動
極地研カレンダー
近刊紹介
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南極観測に関心のある研究者やタレントら18名でつくる「南極観測の将来を考える
会」（代表・村山雅美国立極地研究所名誉教授）が、11月7日発足した。「しらせ」の
老朽化にともなう後継船および輸送用ヘリコプター後継機について概算要求がなされ
ているが、我が国の財政状況が厳しい中で、その建造が困難になることが想定され、
南極観測が中断しかねないという事態に直面していることから、南極観測の継続を呼
びかけるために発足したもので、同日、東條インペリアルパレスにおいて、「南極観
測の継続を訴える集い」を開催した。
集いには、観測隊員OBや研究者ら約220名が参加し、村山代表および遠山敦子前文
部科学大臣の挨拶、柴田鐵治国際基督教大学客員教授による基調講演、国分征東京大
学名誉教授をコーディネーターとしたパネルディスカッションなどが行われ、課題や
意義などを議論した後、「新南極観測船の実現を求める宣言」を決議した。
「南極観測の将来を考える会」を
発足
去る11月25日、駐日ノルウェー大使館のオッド･フォサイドブローテン大使とスベ
イン･グランダム一等書記官が極地研究所を訪問された。昨年の5月にノルウェー首相
が来日され、日本ノルウェー科学技術交流協定が締結されたが、この前後に宇宙科学
研究所に滞在中のオスロ大学エイビン･トラーネ教授や小山同研究所教授のアレンジ
で、筆者もお二方とお会いする機会があり、その席でぜひ極地研に来ていただけるよ
うお招きしていた。今般、ノルウェー・トロムソ大学のブレッケ教授が客員教授とし
て研究所に滞在中でもあることから、同教授に労をお取りいただき、渡邉所長名で正
式な招待状をお送りした。その招待に応えていただき、今般来訪されることとなった。
当日、渡邉所長は急の所用で他出されたが、大使一行は10時過ぎに来訪され、ブレ
ッケ教授や偶々来訪していたトロムソ大のトム・グリデランド氏も加わり、研究所の
各教授からニーオルソンや南極での研究活動について説明を受けた。次いで、隕石セ
ンターと氷床コア保冷庫をそれぞれ白石、藤井両教授の案内で見学された。この後、
昼食をはさんで意見交換を行ったが、ブレッケ教授がEISCATについて言及し、これ
に対して同大使はEISCATプログラムが日本とノルウェーが国際協力を行う上で重要
であり、外交ルートを通じてこれを支援する考えを示されるなど、終始和やかな雰囲
気での有益な会合であった。 （麻生武彦・北極圏環境センター・教授）
去る平成15年12月15日、極地研において国文学研究資料館松野陽一館長をお招きし、
国文学研究資料館における研究の概要について「季節感と日本文学の表現」をテーマ
に講演をしていただいた。
当研究所からも多くの教職員が聴講し、互いの研究所の研究内容等についてより深
い理解を求めることができた。これからの大学共同利用機関のあり方を考えるうえで、
またおのおのの研究手法において参考となる事象の発見など、将来の共同研究の可能
性を含め、思弁する機会を得ることができた。
ノルウェー大使、
極地研を訪問される
国文学研究資料館館長が来訪
氷床コア見学の際のスナップ、左から藤井北極セン
ター長、フォサイドブローテン大使、グリデランド
氏、ブレッケ教授、グランダム氏。
編 集 後 記
電磁誘導法によって
海氷の厚さを観測する
海氷域の変動を観測することは、地球規模の気候変動を予
測するうえで非常に重要である。海氷域の平面的な分布は、
衛星リモートセンシングによって把握することができる。一
方、海氷の厚さは衛星による観測が困難であり、現場観測に
頼らざるを得ない。代表的な氷厚観測手法の一つに「電磁誘
導法」がある（図1）。海水にくらべて海氷の電気伝導度は
小さいため、センサーの送信コイルから生起された交流磁場
は海氷中をほぼ透過し、主として海水表面（海氷底面）付近
で誘導電流を形成する。したがって、センサーの受信コイル
で検知された二次磁場の強さは海氷底面までの距離の関数と
なる。海氷（または積雪）表面までの距離をレーザ距離セン
サー等によって計測し、両者の差から積雪を含む海氷の厚さ
を求める。
日本南極地域観測隊では、42次夏隊以降、南極観測船
「しらせ」の航路上で氷厚のモニタリング観測を実施してい
る。昭和基地の位置するLüzow-Holm（リュツォ・ホルム）
湾内には定着氷が発達し、その沖合には広大な流氷域が存在
する（図2）。これまでの観測データから定着氷厚の空間的
な分布の特徴、および年々変動の一端が明らかになりつつあ
る。今後、観測データを蓄積することによって海洋、氷床縁
辺部および大気との相互作用を総合的に明らかにすることが
期待される。 （宇都正太郎・海上技術安全研究所）
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●総研大の数物科学研究科は
平成16年4月から3研究科に分
割再編される予定である。現
在の11専攻は、加速器科学専
攻、物質構造科学専攻、素粒
子原子核専攻の3専攻が高エ
ネルギー加速器科学研究科
（学生定員15人）に、構造分
子科学専攻、機能分子科学専
攻、天文科学専攻、核融合科
学専攻、宇宙科学専攻の5専
攻が物理科学研究科（学生定
員30人）に、またわれわれ極
域科学専攻と統計科学専攻、
情報学専攻の3専攻が複合科
学研究科（学生定員13人）に
それぞれ改組される。
●総研大の生命科学研究科
（遺伝学、分子生物機構論、
生理科学の3専攻からなる）
は平成16年4月以降、従来の
「博士後期課程3年の課程」か
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さの氷があり、深層の氷の形成年代は約100万～80万年前に達すると見積もられている。
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南緯［deg］ 
ら、博士後期課程への入学を
3年次編入学とする弾力的な
「5年一貫制の博士課程」へ改
組を予定している。
麻生武彦（北極圏環境研究セン
ター・教授）
図1 電磁誘導法による海氷厚観測の原理
図2 44次往路で観測された氷厚分布
法人化前の最後の号となり
ました。2月という時節柄、
南極の夏期活動のニュース
が伝わってきます。次号以
降も、南極観測の成果、極
地研法人化、インテルサッ
ト通信の幕開け、展示ホー
ルリニューアル、研究トピ
ックス等、多くの話題をホ
ットにお伝えしていきたい
と思います。
（藤田秀二）
